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表紙―清春芸術村「ラ リユーシユ」(関連記事p29)

裏表紙 ―那須声野 石の美術館 STONE PLAZA
(関 連記事p14)
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一昨年、新潟で開催された越後妻有アートトリエンナーレ2000や昨年の横浜トリエンナーレ、

あるいは国際美術展やアーティスト・イン・レジデンスなど、それぞれ形こそちがうが、

「アート」を核に置いた新たな都市文化の再生を狙つた試みであったことでは共通している。

また、「せんだいメディアテーク」のように新しいタイプのミュージアムも各地に登場してきた。

その背景には、アートや情報メディアの急速な進展により、資料・作品が多様化し、

従来のような分類・展示がもはや不可能になつてきたことがあるだろう。さらに住民主体の小さなギャラリーも元気だ。

ここでは、アートや工芸が住民と町をつなぐ役害」を担い、まちづくりの拠点として機能している。

一方、景気が冷え込む中、文化活動の一環として行われてきたミュージアムづくりに対しても

批判の声が上がっているのも事実。いわゆる「箱もの行政」に対する市民の目はますます厳しいものになっている。

そうした批判も検証しながら、主に現場に視点を置き、アートとまちづくりの関係を考える。

phOtO:鈴木理策「司馬遼太郎記念館」(関連記事p20)


